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市役所からのお知らせ

旧長
ながい

醫家住宅主屋の清掃を行いました
　星鹿町北久保免にある国登録有形文化財「旧長醫家住宅主屋」の建物内
および敷地内清掃を11月19日に行いました。
この日集まった市役所　御厨・星鹿職員会約20人と文化財課職員6人が、
建物内の掃き掃除、敷地内の雑草除去、庭木の剪定作業などを実施し、き
れいになりました。
　なお、「旧長醫家住宅主屋」は、例年11月に一般公開をしていましたが、
全体的な老朽化に加え、昨年9月の台風14号による被害で建物が傷んでい
ることから安全性を考慮し、今年度は一般公開を中止することとしました。

文化財課文化財係　☎内線 356問合せ先

緊急時に備えて訓練
　長崎県原子力防災訓練が11月 12日に実施されました。
　この訓練は、九州電力（株）玄海原子力発電所の事故を想定し、緊急時における通信連絡体制の確立
や緊急時モニタリング活動など、災害対策の習熟と防災関係機関相互における協力体制の強化を図ると
ともに、住民の原子力防災に対する正しい理解を促すため、毎年実施されています。
　今年度も新型コロナウイルスの影響により規模を縮小しての開催となりましたが、感染症対策として、
検温やマスクの着用、手指消毒など避難時の感染症予防対策を行い実施しました。
　鷹島地域および福島地域の参加者はバスを使った住民避難訓練後、松浦市立武道館にて原子力災害医
療訓練を行いました。鷹島・福島地域以外の参加者は放射線防護施設への屋内退避訓練を行いました。
また、黒島地区で傷病者が出た場合を想定し、傷病者をヘリに乗せ黒島ヘリポートより長崎医療センター
（想定）までの人員搬送訓練を行いました。
　このような取り組みを重ねていくことで、緊急時の情報伝達や避難手段などの改善を図り、万一の事
態が起きた場合に的確な対応がとれるよう体制整備を行っていきます。

▲災害対策本部の様子 ▲原子力災害医療訓練の様子 ▲人員輸送訓練の様子
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水道管の「凍結防止対策」をお願いします
問上下水道課水道業務係  ☎内線 131・135

　気温が低くなると、水道管が凍結し、水が出なくなったり破裂したりすることがあります。気象庁の
情報に注意して点検、対策をお願いします。

  【凍結に注意する場所】屋外（特に家の北側）、むき出しになっている水道管など

  【凍結を防ぐ方法】
・水道管を保温材や厚手の布で覆い、テープなどで濡れないようにしてください。
・給湯器や温水器等は、取扱説明書の手順に従って水を抜くか凍結予防運転
   をお願いします。

 【凍結して水が出ないとき】
・自然に解けるのを待つか、タオルなどをあて、ぬるま湯 (熱湯厳禁 )をゆっ
  くりかけて徐々に溶かしてください。
※熱湯をかけると水道管の破損やひび割れをすることがあります。

 【水道管が破損したときは】
　応急処置として水道メーター付近にある元栓を閉めて、下記の依頼先にお申し込みください。

【修理の依頼先】

※凍結が原因で漏水し、流れた水道使用料や修理費用は個人負担となります。

一軒家（個人宅）での修理 松浦市指定給水装置工事事業者（指定店）へ
指定店は市ホームページでご確認ください。

アパート、マンションなど賃貸施設 管理会社、または大家さんへ

給湯器、温水器の修理 機器の取付業者へ

▲市ホームページ
ＱＲコード


